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１．はじめに
 海域火山噴火により放出された大量の軽石は，海面に浮

遊し，海流とともに広範囲に漂流する．大規模な軽石の漂

流・漂着現象は，港湾機能や漁業，海上交通，観光，イン

フラなど，沿岸部において多方面への被害を及ぼす．実際

に 2021 年の福徳岡ノ場の噴火の際には，大量の軽石が黒潮

反流に乗って西進し約 2 か月後に軽石が沖縄沿岸に到達し

て重大な社会問題となった．本講演では，著者らのグルー

プがこれまでに行ってきた研究を紹介し，今後，軽石漂流

のハザード評価に向けて必要な事項を整理する．

２．漂流シミュレーションと可視化システムの構築
 軽石漂流の挙動は，海流などの速度場中にあるラグラン

ジュ粒子の移動を追跡する数値シミュレーションによって

予測できる．本手法は海洋ごみや浮遊生物の移動予測にも

数多く利用されており，2021 年の福徳岡ノ場軽石漂流にも

適用され，その有効性が示されている．

Nishikawa et al. (2023)では，法整備や事前対策のために

事前のハザード評価が重要であると考え，日本近海の 7 つ

の候補海域火山からの軽石噴出を想定した軽石漂流シミュ

レーションを行った．本シミュレーションでは過去数十年

間の海流データを用いることで，今後起こりうる漂流のシ

ナリオを計算している．重要な成果の一つとして，伊豆諸

島の明神礁（ベヨネーズ岩礁）から大量の軽石漂流が起き

た場合， 1 週間程度という短期間で首都圏沿岸に達すると

いう新たなハザードの可能性が明らかとなった．

 得られた膨大なシミュレーション結果について，非専門

家のステークホルダーに対してもハザードを直感的に理

解・利用できるように，点群 PNG を用いた Web ベースの

可視化システムを開発した（桑谷ほか， 2023）．今後は，

以下で述べるリアルタイム予測やハザードマップなどの表

示機能の追加を予定している．

３．データ駆動型リアルタイム予測
 漂流シミュレーションは，海流速度場に基づき漂流パタ

ーンを精度良く予測することが有効であるものの，計算

量・人的コストなどの面から，リアルタイム運用には不向

きである．つまり，噴火発生直後に，現在の海流状況を反

映した漂流パターンを即時予測することは困難である．

Kuwatani et al.（2025）では，海上保安庁からおよそ毎

日の頻度で公開される黒潮流軸（黒潮の最速部を結ぶ曲線

パターン）を用いた類似検索により，既存シミュレーショ

ン結果から，予想される漂流シナリオを即時に出力する手

法を開発した．Nishikawa et al. (2023)で得られたデータセ

ットを用いた検証により，黒潮流軸間の類似度指標として

DTW（動的時間伸縮法）が最も精度が高く，類似度のトッ

プ 4～7 の漂流パターンを出力することで，予測の網羅性と

精度のバランスを保てることを明らかにした．本手法は

2024 年 9 月の須美寿島周辺での噴火警戒事例において実際

に運用され，速報として政府機関に報告された実績がある． 

４．議論
 現状において，海流モデルの空間解像度の低さや，表層

風の影響の無視など，今後のシミュレーション予測精度の

改善が必要である．また，実際の沿岸部での被害を想定し

たリスク評価という観点では，漂流軽石の総体積や個々の

軽石粒径の予測も求められる．今後，実際の軽石漂流に関

する衛星観測データ・地質学的な観察結果，室内実験デー

タなどを利用することで改善を進めていく予定である．
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